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                              Summary 

  Allium wakegi Araki is only propagated asexually, by planting bulbs, and is sup-

posed to be developed into a vegetable population consisting of various clones over 
a long history of cultivation. The authors have cultivated 202 clones collected 
from western Japan, Taiwan, and South Korea, and investigated their various 
characteristics. The results are summarised as follows 
  1. Collected clones were classified into 22 cultivars with differing characteristics. 
These cultivars were grouped into two ecotypes, namely the "Japanese" and the 
"Southern" types . 
  2. Cultivars of the "Japanese" type were collected from western Japan (including 
the Ryukyu Islands) and South Korea. Plants belonging to this type showed retarded 

growth in winter and grew luxuriantly in spring. Becoming dormant at maturity, 
their bulbs could be stored in good condition over the summer. The cultivars of 
this type were classified into four groups according to morphological similarities in 
leaf character. 
  3. Cultivars of the "Southern" type were collected from Taiwan and Ryukyu 
Islands. Plants belonging to this type, though affected by cold weather, continued 
to grow through the winter. Bulb formation in these plants was earlier than in 
those of the "Japanese" type. Their maturation was disturbed by cold and moist 
weather in early spring, and these bulbs did not achieve a state of full dormancy. 

 4. The 19 local forms of A, wakegi Araki used in this investigation could be 
karyotypically divided into the five types, as reported previously : K(2 n)=14 V+J+ 

jT, =14 V--Jt+jT, =14 V+Jt+j, =14 V+J+iT and =14 V+J+j. The cultivar classi-
fication reported here was not in accord with the karyotypic grouping. Intraspecific 
differentiation of A. wakegi Araki is considered to have occurred mainly at the genic 
level.

緒 言

ワケギ(・411伽 〃3z〃盈6gゴAraki)は 東南アジア,中

国,わ が国などで古 くから栽培されてきた.我 が国では

主 として西 日本に普及し,ぬ たや薬味で賞味され,近 年

は葉ねぎ同様の消費が増えている.

しかしワケギの品種研究は進んでおらず,そ の呼称や

分類上の取扱いにも疑義が残されている.古 くは農業全

1979年6月4日 受 理

書(13)に`わ けぎ.是 に春と夏との二色あり'と 記され

てお り,そ の記載から春わけぎはワケギを,夏 わけぎは

ネギの`夏 葱'を 指すものと思われるが,と もにネギと

して扱われている.現 在でも関東ではこの`夏 葱'を ワ

ケギと称してお り,ま た西日本ではワケギをねぎ,ね ぶ

か,ひ ともじなどとネギの呼称で呼んでいる地方 もある

(11,12).分 類 上もワケギはネギの変種とされ,そ の学

名には ノ1〃伽初 ガ3勧103π翅L.var.6α θ3ρゴ'03π初
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Makinoが 普通に用いられている(14,17).し か し英名

はタマネギの変種レベルにあるshallotが 充 てられるこ

とが多 く(14,17),そ の学名の ・4.α30α10η蜘 〃z:L.を

ワケギの学名にしていることもある(5,8).台 湾 ではシ

ャロットに属すると思われる`蕗 蕎葱'と ワケギに属す

る`珠 葱'な どを一括して分葱とし,そ の学名には.A.

α30αZo擁伽 〃3:L.が 充 てられている(3).

`夏葱'や`蕗 蕎葱'と ワケギとは性状が異なり
,細 胞

遺伝学的調査でも`夏葱'は ネギと,`蕗 蕎葱'は タマネギ

と類似の核型を示すことが確iかめられている(1).一 方,

ワケギは雑種起源による成立を示唆するヘテロな核型を

示 し(4,6,9,10,18),`夏 葱'の ような多分げつ型のネギ

とシャロットのような分球型のタマネギとの雑種 と考え

られている(1,15,16).し たがって,ワ ケギは`夏 葱'や

シャロットとは区別し,学 名 も ・4.ωα馳哲Arakiを 充

てることが妥当と思われる.

ワケギの品種については,こ れまで種の概念があいま

いだったために`夏 葱'や シャロットを含めて記載され

ている場合が多く,こ こで取 り扱 う雑種起源で成立した

と推定されるワケギに限れば品種分化は単純だとされて

きた.し かし著者 らはヘテロな核型を持ち長い間栄養繁

殖を繰 り返してきたワケギに多くの変異を期待して,そ

の実態調査を行った.そ の結果,収 集系統間にかな り著

しい形態的並びに生態的変異が認められたので,収 集系

統を整理して品種名を付し,更 に品種分類を行った.

材 料及び方法

供試系統は主として広島以西の西日本及び台湾の各地

から202点 収集した.収 集に当たっては自家採種を繰 り

返してきたものを入手するように努めた.こ れらを1回

以上,本 学実験ほ場で採種し,収 集地名を付して系統と

した.

これらの系統を1975年 か ら1978年 にかけて,毎 年

9月 下旬に植え付け,普 通栽培 を 行った.栽 植距離は

36×15cmと し,2球 ずつ植え,翌 春4月 下旬又は5月

上旬に収穫した.こ の間に形態調査を繰 り返し,同 一栄

養系 と判定された系統は代表系統 を 残 して順次整理し

た.

葉 色の品種比較は1979年3月 中旬に,Roya1Horti-

culturalSocietyのColourChartを 用いて行った.

量 的形質については1976年 の4月 中旬に行った抜き:販

り調査(5株 平均)の 結果に基づき,下 表のように3段

階に分けて品種特性を表わした.

種球については1978年5月 初めに収穫し,1か 月陰

干 ししたのち調査した.球 の大きさは平均重3.9g以 下

をS,4.0～6.99をSM,7.0～8.99をM,9.0～10.9

9をLM,11.09以 上 をL型 とした.形 は:丸とっくり

型(R)と 長 と っ く り型(B)に 分 け,色 はRoyal

HorticulturalSocietyのColourChartで 比 較した.

な お,種 球の休眠性については,1976年 に27系 統 を

供試して調査した.こ れ らの中には後に同一品種に整理

されたものがあ り,17品 種 が含まれていた.い ずれ も

4月 末に掘 り上げ,軒 下で陰干しし,5月27日 に1球

ずつに分割してハウス内に植え,発 根並びにほ う芽の経

時変化を10球 ずつ供試して調べた.

結 果

1.品 種 分 類

次項で述べるような形態的並びに生態的な調 査に基づ

き,同 一若しくは極めて類似していると判断された系統

は同一系統とみなし,そ れらの中から任意に選 んだ系統

で代表させ,そ の系統の収集地にちなんで品種 名を付け

た(第1表).

ここで同一品種とした系統の収集地は`稲 沢'や`与

那原'の ように特定地域に限定されたものもあ るが,`博

多',`諫 早',`台 南'の ようにかな り広域にわ ったもの

が多かった.な お`諌 早'は 長崎県下で,`三 原'は 広島

県三原市,`台 南'は 台湾台南市附近で栽培が多 く,そ れ

ぞれ種場にもなっている.

収集 した品種は生態的特性から,温 帯適応型 で我が国

で分化 したと思われる本土系と亜熱帯適応型で 台湾若し

くは東南アジアで分化したと思われる南方系に分けるこ

とができた.な お`那 覇'と`本 部'は 本土では収集でき

なかったが,諸 形質が本土系に近いので,本 土 から導入

されて沖縄に土着したものと判断し,本 土系に 含めた・

更に本土系は葉の形:態により,長 太,長,中 長,細 の4

群に分類した.一 方,南 方系は台湾 と沖縄県下 から収集

されたが,沖 縄では現在でも台湾から種球が大 量に輸入

されているので,台 湾での記載(3,7)に 倣 って 台 湾 大

葉,珠 葱,台 湾小葉群に分類した(第2表).

2.品 種 の 特 性

a)冬 季の生長性 本土系の品種は,い ずれ も12月

になると外葉が株元か ら折れた り,葉 先が枯れ た りして

生育が停滞した.1月 には外葉は枯れ,内 葉は 濃緑色を

呈して伏し,わ い化状態 になった.2月 半ば過 ぎからは
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新葉が動き始め,葉 は次第に立ち,:気 温の上昇に伴って

お う盛な生長を再開した.こ の生長の再開は品種によっ

て早晩があ り,`唐 津',`国 東',`下 関'な どは早 く,`稲

沢',`三 原',`諫 早'な どは遅かった.

一方,南 方系の品種は冬季も新葉の発生を続け,葉 は

緑黄色を呈して本土系とは一見して識別することができ

た.し か し耐寒性は強 くな く寒害を受けやすかった.本

土系の生長最盛期である3～4月 には外葉が枯れ,成 熟

期の様相を呈 した.特 に台湾小葉群は葉の枯れ上 りが早

く,4月 上旬には地上部はほとんど枯れた状態となった

b)草 姿 球形成初期 ごろの草姿は,葉 しょう基部

が開張して葉身が直立するA型,葉 しよう基部の開張程

度が小さく,葉 しょう・葉身ともほぼ直立するB型,A

型に似るが葉身先端部が極端に湾曲するC型,葉 しょ

う・葉身とも半開張性のD型 に識別された(第2表).

南方系は全般に初冬の草姿を球形成期まで持続し,珠

葱群や台湾小葉群はB型 で,台 湾大葉群はD型 であっ

た.本 土系は厳寒期にはわい化して伏せるが,そ の後薪

葉の生長に伴ってA型,若 しくはB型 になった.た だし
`本部'はD型

,`那 覇'はC型 になり,他 の本土系品種

と異なった草姿を示 した.

c)葉 色 冬季には本土系品種 は くすんだ濃緑色を

呈した.生 長が盛んになるにつれ,Greengroup137を

基調とする緑色に変ったが,品 種によって多少の濃淡が

あ り,`諫 早',`博 多',`飯 盛'な どは濃 く,`下 関',`宮

崎',`本 部'な どは薄かった.

第1表 収集系統の分類と収集地
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南 方 系 で は`与 那 原'や`宜 野 座'はGreengrOUP

137又 は138の 薄 い 緑 色 で,本 土系 に近 い色 調 を 呈 し

た が,珠 葱 群 はYellow-greengroup146を,台 湾 小

葉 群 は 同 じ く144を 基 調 と し,葉 色 で も本 土 系 と識 別 で

きた.

d)量 的 形 質 生 体 重 は,本 土 系 で は`諌 早',`八

代',`奄 美',`下 関',`博:多'が 重 く,細 群 の`国 東',

`唐 津'
,`那 覇'な どが 軽 か っ た.南 方 系 で は`宜 野 座'

は 大柄 で重 か った が,珠 葱 群 や 台湾 小 葉 群 は心 葉 を残 し

て枯 れ 上 って い た の で比 較 で き なか っ た.

葉 数 は 本土 系 で は`唐 津',`本 部',`博:多'が 多 く,長

太 群 の`三 原',`諫 早'が 少 な か った.南 方 系 で は`宜 野

座'が 多 く,枯 死 葉 を 加 え れ ば`与 那 国'も 多か った.

葉 長 は 本 土 系 で は`諫 早'や 長 群 の 品 種 が 長 く,細 群 の
`国東'
,`唐 津',`那 覇'な どが 短 か った.南 方 系 で は`宜

野 座'が 特 に 長 か った.葉 し ょ う径 は 長 太 群 や 中 長 群 の

`玄海'が 大 き く
,細 群 の 品 種 が 小 さか った.ま た 南 方 系

の`与 那 国'は 最 盛 期 で も極 細 で あ った.

分 球 数 は本 土 系 では`唐 津'や`本 部'が 多 く,`諫 早 ㌧

,三原',`宮 崎'な どが少なかった.南 方系では`与 那国'

や`宜 野座'が 特に多かった.

e)倒 伏 本土系では`諫 早',`下 関',`本 部'な ど

が早くて4月 中旬 に倒伏 し,`奄 美',`三 原',`宮 崎',
`稲沢'な どは遅くて4月 末に倒伏が始まった .南 方系で

は`宜 野座',`与 那原'は4月 下旬に倒伏 したが,珠 葱群

や台湾小葉群はいっせいに倒伏することなく,外 葉から

枯れこみ,台 湾小葉群は3月 下旬に,珠 葱群は4月 中旬

に心葉を残して枯れ上った.

f)抽 だい ワケギは不 ね んであるが花らいを形成

し,抽 だいする品種が少なくない.た だし,抽 だいの早

晩,抽 だい数は年によりかな り変化 した.概 して`宮 崎う,

乳飯盛',`大 山',`本 部',`那 覇',`宜 野座'な どは抽だい

が早 く,抽 だい数 も多かった.南 方系の珠葱群,台 湾小

葉群や本土系の`奄 美',`稲 沢'は 本試験を通 じてほとん

ど抽だいが認められず,`三 原'も 極めて少なかった.

ワケギの包葉に包まれた花すいは紡錘形で,包 葉はネ

ギに似て薄 く,基 部と頂部は淡紫色を帯び,基 部には紫

色の条線が走る.`博 多',`飯 盛',`那 覇',`本 部'な ど

第2表 ワケギ品種の特性と分類表
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ではこの条線が 目立った.な お,`宜 野座'は 包葉がやや

厚 くて淡緑色を呈し,緑 色の条線が走 り,他 の品種と容

易に識別された(第2図).

9)種 球 種球の大ぎさは本土系 に も南方系にもS

型からL型 までの変異があ り,概 して大葉の品種が大玉

で,細 葉の品種が小玉 であった(第2表).形 は大玉が

:丸とっくり(R)型,小 玉が長とっくり(S)型 になる

傾向が認められた(第3図).

ワケギの種球は白玉と紫玉に分けられている.第2表

に 示 した よ うに,白 玉 は 保 護葉 がOrangegroup27

で,肥 厚 葉 がYellowgrouP6を 呈 して い た.紫 玉 は 保

護 葉 がOrange-redgroup31かGreyed-purplegroup

186で,肥 厚 葉 はPurplegroup78を 呈 す るが,品 種

に よ って濃 淡 が 認 め られ た.な お,地 方 に よ って は 白玉

が 早 生,紫 玉 が晩 生 とい われ て い るが,`三 原',`奄 美',

`稲 沢'の よ うに晩 生 種 に は紫 玉 が 多か
った.し か し`唐

津'や 珠 葱 群 の よ うに紫 玉 の早 生 種 もあ り,種 球 の 色 と

早 晩性 や 葉 の形 状 との 間 に は は っ き り した関 係 は な さそ

第1図 ワケギの品種
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うである.た だし葉しょう部に現われる紫赤色のはん紋

は紫玉の品種に多い傾向が認められた.

f)種 球の発根 ・ほ う芽 供試したすべ ての品種

系統とも植付け後6日 以内に発根個体が認められ,本 土

系の大部分と南方系の`宜 野座'は10日 後 にはほとん

どが発根した.し かし世羅(`三 原')や 多久(`唐 津:')及

び南方系の多 くは発根が不ぞろいであった(第4図).

ほ う芽の早晩には,品 種 ・系統間で更に大きな相違が

認められた.す なわち,本 土系では吉井(`下 関')は 早

くて植付け後28日 目にほ う芽がそろい,世 羅,多 久,

`国東'は 遅 くて45日 程度を要し
,そ の他は20日 目ご

ろからほ う芽し始め,38日 目ごろにそろった.南 方系

は概してほう芽初めは早かったが,12日 目にほ う芽がそ

ろった`宜 野座'以 外は遅れた個体が多く,`与 那国'や

`石垣'で は3 ～4割 が不ほう芽に終った.

考 察

ワケギは家庭菜園での栽培が多 く,地 方に よっては呼

称が異な り,ま た別種のものを同じ呼称で呼んでいるこ

第2図 ワケギの花すい

左 よ り`宜 野座',`那 覇',`諫 早'

第3図 種球の形状の品種間差異
A=`諫 早'

E=`大 山'

1・=`本 部'

B=`下 関',C=`三 原',D=`奄 美'

F=`国 東',G=`沙 田',H=`石 垣'

K=`与 那 国',L=`那 覇',M=`唐 津'

第4図 種球の休眠性の品種間差異
注1976年4月 下旬に掘り上げて軒下貯蔵し,5月27日 に植付けた.
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ともある.今 回収集 した系統 の 中 に も,ネ ギやアサツ

キ,シ ャロヅトが含まれていたが,こ れらは前もって形

態並びに細胞遺伝学的調査によって除外 した.残 された

ワケギの系統は数回の栽培試験で22系 統に整理された.

近年ワケギは市場出荷が増え,作 型の分化が起こりつつ

あるので,特 性の異なる系統には品種名を付けることが

必要と考え,第1表 のように命名した.

これら22品 種はその特性から本土系と南方系とに大

別できた.南 方系は本土系に比べて葉色に黄味を帯び,

また葉身部に比べて葉 しょう部が伸びやすいなどの形態

第5図 ワケ ギ の核 型 の 変 異

1:山 川(`八 代'),世 羅(`三 原'),広 川(`博 多'),一 の 宮(`玄 海'),`飯 盛',多 久(`唐 津')
,`本部'

,`宜 野 座',`台 南',`沙 田',`与 那 国'

2:`宮 崎',日 田(`宮 崎'),`稲 沢',`国 東',`那 覇'

3:佐 世 保(`諫 早')4:`大 山'

5:`石 垣',`竹 富2
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的な違いもあるが,両 系間の差異は特に生態的特性に認

められた.す なわち,冬 季に本土系はわい化状態になる

が,南 方系は生長を続け,結 球態勢への移行が本土系 よ

りはるかに早く,結 球後の休眠状態が概 して浅く,種 球

の貯蔵性も本土系に比べると劣った.

一般にワケギの球形成は長日条件によって促 される.

南方系が早 く結球態勢に入 り得るのは,長 日条件になる

前に経過する低温の効果や限界日長の差異に基づくもの

と思われる.詳 細については次の機会に報告したい.

ワケギの種球の休眠はタマネギほど明確なものではな

いが,本 土系の品種は球の肥大後いっせいに倒伏して休

眠状態に入 り,一 時期ほ う芽しなくなる.一 方,南 方系

は本試験の条件下では外葉が枯れ込んだ後 も新葉はわず

かながら生長を続け,種 球の休眠状態を調べた試験では

種球によってほう芽の早晩に著 しい差異が認められ,浅

い休眠状態にとどまることがうかがわれた.し かし台湾

(台南地方)で は南方系品種は2～3月 に収穫 され,軒 先

貯蔵で高温多湿な夏を越し,秋 に植えられている.恐 ら

く収穫直後の種球はかな り深い休眠状態にあるものと思

われる.そ こでは種球栽培は秋冬の乾季に行われ,後 期

はかん水を断って球の充実を促 して い る.産 地の土性

(粘質土)に もよろうが,後 期の乾燥条件 が球 の成熟を

促 し,休 眠状態への導入を促進している も の と思われ

る.南 方系が本土に適応せず,ま た乾季のない沖縄で種

球生産が安定せず台湾から種球を輸入 しているのは,こ

のような事情によるものと思われる.一 方,本 土系は充

実した種球を得るためには,低 温 とそれに続 くより長い

長日条件が望 ましいので,熱 帯 ・亜熱帯地方には土着 し

きれないであろう.こ れまでの調査でも本土系に属する

と思われる系統が収集されたのは沖縄までである.

以上のような特性や分布域の違いに基づいて,本 土系

と南方系とは異なった生態型として分類した.更 に本土

系の品種は葉の形態によって長太 ・長 ・中長 ・細の4群

に分けた.一 方,南 方系の品種については,戦 前に熊

澤 ・南川(7)が 台湾のワケギで記載した大葉種に類似し

たものを台湾大葉群とし,小 葉種に類似したものを台湾

小葉群とした.ま た現在台湾で珠葱 と呼ばれているもの

と同一又は類似の品種を珠葱群として分類 した.

ワケギの核型はヘテロな構i成で,K(2n)=14V+J+j

を基 本とし,大 ・小のJ字 型染色体の形態から五つの核

型が認められる.既 報(1)の ようにこれ までに核型分析

を行った系統は第5図 のように分類できるが,核 型にょ

る分類とここで行った性状による品種分類 とは一致を見

なかった.す なわち,世 羅i(`三原'),広 川(`博 多'),一

の宮(`玄 海'),多 久(`唐 津'),`宜 野座',`台 南',`与 那

国'な ど相異なる品種群に属する品種 ・系統 が同一の核

型,K(2n)=14V+J+jTに 分 類されている.ま た佐世

保 ぐ諫早')と 山川(`奄 美'),`大 山'と`国 東',`竹 富'と

`台南'の ように同一品種群に属する品種 ・系統がそれぞ

れ核型が異なっている.し たがって1こ こで述べたよう

なワケギの生態並びに形態的な分化は遺伝子 レベルの変

異に基づ くものと思われる.

摘 要

ワケギは専らりん茎によって栄養繁殖されるので,長

い栽培の過程で種々の栄養系が分化しているものと思わ

れる.著 者らは西 日本,台 湾,韓 国などから202点 の系

統を収集して種内分化について調査した.

1.収 集系統は22の 品種に整理され,本 土系 と南方

系の二つの生態型に大別された.

2.本 土系の品種は西日本(沖 縄県 を含 む),韓 国か

ら収集された.こ れらは冬季にわい化状態になって生育

が停滞し,春 にお う盛に育った.成 熟した種球は休眠状

態に入 り,越 夏は容易 であ った.葉 の形態によって長

太 ・長 ・中長 ・細の4品 種群に分類 した.

3.南 方系の品種は台湾,沖 縄県から収集された.こ

れらは冬季も生育を続け,本 土系に比べて結球態勢への

移行が早かった.し かし種球は充実が悪 く,不 安定な休

眠状態にとどまり,貯 蔵性に劣った.台 湾での記載にち

なんで,台 湾大葉 ・珠葱 ・台湾小葉の3品 種群に分類 し

た.

4.上 記 の品種分類と核型による分類(1)と は一致し

なかった.ワ ケギの品種分化は主として遺伝子 レベルの

変異に基づくものと考えられる.
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